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イエスの言葉には、権威を感じさせる力があったと、マルコ福音は伝えています。「律法
学者のようにではなく」と福音は記していますが、この言葉は何を象徴しているのでし 

ょう。学んだ知識を教える律法学者は、自らの権威ではなく神の権威によって解釈を教
える立場です。教え指導するという人間関係にあって、人間の弱さから解放されない律
法学者は、いわばわたしたち人間の弱さと限界を象徴しています。時に自らの限界を認
めず、謙遜さを失い、独断と偏見で判断し、あたかもすべての権威を持っているかのよ
うに他者に語り、行動するのがわたしたち人間です。

しかしイエスは真理そのものです。すべての権威は神にあります。完全完璧な立場から
ものを語り行動されるのが、神の子であるイエスです。だから人々は「権威ある新しい
教え」とイエスの言葉を評したのです。そういえば本日の第一朗読の申命記には、神の
命じていない言葉を語る預言者は死に値すると、モーセが語ります。真理を身に帯びて
いない者の言葉には、権威はありません。

わたしたちは、どのような言葉を語っているでしょうか。自分勝手な思いや欲望を充足
させる言葉ではなく、神によって生かされているという謙遜さのうちに自らの限界を認
め、イエスが権威を持って示された真理を身に帯びた言葉を語るものでありたいと思い
ます。命を奪う暴力的な言葉ではなく、命を生きる希望を生み出す言葉を語りたいと思
います。暗闇を生み出す言葉ではなく、光を掲げる言葉を語りたいと思います。他者を
裁き、排除する言葉ではなく、受け入れともに歩む言葉を語るものでありたいと思いま
す。攻撃する言葉ではなく、思いやりのうちにケアする言葉を語るものでありたいと思
います。

1月の最終主日は、「世界こども助け合いの日」です。「子どもたちが使徒職に目覚め、
思いやりのある人間に成⻑することを願って制定」され、「子どもたちが自分たちの幸せ
だけでなく世界中の子どもたちの幸せを願い、そのために祈り、犠牲や献金を」ささげ
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る日です。子どもたちの信仰における成⻑のために祈りましょう。

また東京教区にとっては、本日は「ケルン・デー」であります。

東京教区とケルン教区との歴史的な繋がりは、物質的な援助にとどまらず、互いの霊的
な成⻑のためのパートナー関係です。この関係は，互いの教会が具体的に主の言葉を生
きるようにと行動を促し、ミャンマーの教会への支援につながりました。

1954年、ケルン大司教区のフリングス枢機卿様は、戦後の霊的な復興を念頭に、自らの
身を削ってでも必要としている他者を助けようとする福音に基づく行動を提唱され、東
京の支援に乗り出されました。わたしたちは毎年の「ケルン・デー」に、いただいたい
つくしみに感謝を捧げ、その愛の心に倣い、今度は率先して愛の奉仕に身をささげるこ
とを、心に誓います。またケルン教区のために、特に司祭・修道者の召命のために、祈
りをささげています。

私たちと共におられる神の言葉を具体的にあかしするキリスト者であり続けたいと思い
ます。


